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前稿要旨

『今昔物語集』の漢字使用の状況について 、副詞の漢字表記を検討

の対象として調査すると 、そζに使用される漢字がかなりの程度一

定している事実を観察する乙とができる 。しかして 、それらの漢字

は 、『色英字類抄』所収各語の掲出上位漢字に一致する 。一方 、院

政期の訓点資料における漢字とその和訓との関係は 、一淡字多和

訓・一一品川多漢字というととができ 、流動的かつ多様性に宮むもので

あったと推測される 。これは 、当時の読書時の漢字意識を反映する

ものと認められる 。また 、記録資料においては 、各語の表記に極限

られた種類の漢字の定着している状況が看取される 。しかも 、それ

試

論
「一ー、一
一
、一一一一.J
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||
副
詞
の
漢
字
表
記
を
中
心
に

||

峰

岸

明

らは 、『色葉字類抄』所収各語の掲出上位漢字に集中し 、その最多

使用漢字は多く掲山最上位漢字に一致する 。ζれは 、当時の日常常

用漢字の使用状態を象徴するものと認められる 。かくして 、前稿の

八まとめVでは 、『今北円物語集』における漢字使用の法盤を当時の

日常常用漢字野の上に求めうるであろうと扱論する 。

四

本
集
用
字
の
諸
相

さて 、本築においては 、同一の語の表記に多種に亙る用字の試み

られていると認むべき場合がある 。本集の漢字表記の大勢が 、既に

観察したどとく 、一語一漢字表記の著しい傾向に立ちつつも尚 、

副詞の表記に限っても 、「ヤガテ」と「線而」 、「自本」と「本 3」 、

「尚」と「猶」等々 、そのような場合は相当の数に上る 。かかる多

岐に亙る用字と 、先に立論した本集使用漢字の日常性とは 、どのよ

うに関わると見るべきであろうか 。本住民の所収説話は 、千二百余話

を数える 。右のごとき用字例に関して 、そのような落大な数の説話

の表記に 、何らかの用字上の原則が認められるであろうか 。次に 、

そのような問題を検討する 。



今昔物 語 集 に お け る 漢字 の用法IC 関 す る 一試論

錯雑した用字上の事象を務理し 、その背後に潜む事実を見通すた

めに 、ζの杭ではそれら用字を付漢字表記ω正字表記・ω俗字表

記 、∞仮名表記の三種に類別して観察を進めることとしたい 。漢字

表記のうち 、ここにいう正字表記とは 、その語の語義とその表記に

使用される漢字の有する本来の字義とが一致し 、両者相即の関係に

立つ場合 、文証としては 、仏典・渓符等の訓点資料に漢字と和訓と

の関係で 、表記に使用される漢字とその語との結び付きを求めうる

場合である 。また 、借字表記とは 、その語の語義とその表記に使用

される漢字の本来有するのナ義とが一致せず 、両者の問に意味上 、相

即の関係が認められない場合 、文証の上では訓点資料に右のごとき

漢字とその和訓との関係の求めえない場合をいうのである 。後者に

ついては 、『類家名義抄』『色葉字類抄』にその例を求めえない乙と

も傍-証となろう 。

尚 、と乙では 、先に訓の確定に当たってその決定を差し控えた漢

字については観察の対象の外に置く乙ととする 。かかる事情のある

漢字について 、漢字とその訓との関係を語とそれを表記すべき漢字

との関係に詑換して考察を進める乙とは 、徒に観察対象を錯綜させ

るのみでなく 、本集の用字の真相を見失う恐れがあると判断するか

らである 。
-
イタクの表記

程度副詞イタクは 、本集においては 、

火ノ
勢一両タ
燃ェ
上
沼ヌ
痛タ
被
飽レテ
皆
死ヌ
(
四
ノ
日)

のごとく 、借字表記に従って記されている 。ただ一例 、

ユクスヱノシルシパカリニノコルベキ松サヘイタクオヒニケル

カナ(二四/必)

は 、仮名表記であるが 、本集において和歌は片仮名脅さを原則とす

るので 、用字上の不統一とはならない 。

2
イハムヤの表記

陳述副詞イハムヤは 、正字表記「況」字に従うのを原則とする 。

況ャ
人

ヲ
殺ス 十
字ヲ

ヤ

(
二
/
泊
)

唯二例 、借字表記が見出される 。

到サ
努
ミ
物
食7
事ハ
元同刈ヶ
(
二
九
ノ
叫)

云
二ャ
来ル
事ハ
絶ュケリ
(
三
O
ノ
4)

乙れら例外がいかなる事的に誌づくものか 、速断は差し控えたい

が 、正字表記との共存のない事実だけは指摘しておく 。

3エの表記
陳述副詞エは 、借字「否」を以て表記するのが原則である 。

天
皇そ否不
州
給
付ヶ
也
(一
O
ノ
7

)

と乙ろが 、一例 、仮名表記が存する 。

エ
不
読
取ネハ
其レェ
依テ
打テ
教フル
也
(
悶
/
日)

乙の仮名表記例 、天竺部に存する乙と 、およびとの語の本集におけ

る初出例である乙とに注意すべきであろう 。因に 、「否」字に従う

例は 、民旦部巻一O以降に見出され 、この語の用字は総てこれに拠

っている 。
4
カクの表記

情態別詞カクには 、仮名表記と正字表記「此タ」と両様の表記が

併存する 。何
人

Jカク
釆 レルゾ
(二
j
M)

制削
万ノ
人
皆

刷叶有ル事力
(一
ノ3)

しかして 、木集全巻を見渡した場合 、その併存の状態には新しい傾
19 



向が看取される 。今 、その用字の分布を整理すると 、次のごとくに
なる 。

20 

此 カ !7JJ ク
8 1 1 6 2 18 3 15 4 28 5 2 5 6 7 8 9 6 10 10 8 2 11 4 6 12 1 13 31 14 42 15 50 16 27 17 18 117 2 19 58 20 21 14 22 18 23 113 1 24 25 25 49 26 50 27 105 28 78 29 54 30 58 31 

(
注)

「
此
許
」
・

「
此
様
」

の
用
例
は
除
外

とれに依れば 、天竺震旦部では 、両用字交用されているが 、本朝

仏法部に入ると 、仮名表記は著しく後退し 、巻一三以降は三例を見

出しうるに過ぎない 。そのうち二例 、「コハカクコソト」(一九ノ9)

「カク玖カル、ヲ」(二四ノお)は和歌の表記例である 。右の例を除

けば 、本朝世俗部には仮名表記例は皆無ということになる 。

天竺辰旦部について更に仔細に観察すると 、巻一において正字表

記に始まり 、仮名表記が交用され 、巻二より巻五に至るまで仮名表

記に依ってζの語の表記が専ら試られ 、巻六以降において仮名表記

と共に正字表記が再び採用されつつ 、両者併用のまま本朝部に至る

という事態が看取される 。しかして 、本朝部では 、右のどとき両表
記使用の試みのなかから 、正字表記が定着するのである 。

5
カヘリテの表記

情態副詞カヘリテの表記には 、正字表記「返」「還」両字が使用

されているが 、両者の聞に用法上の相違もしくは各巻における使用

度数上の消長に関する傾向は見出しがたい 。

週刊自其汁ヲ出セリ(ニOノ日)

還テ我ガ為 ニ可祉辱 シ(一Oノ日)

尚 、記録資料において両様の用字の見出せる乙と 、既に述べたと

ζろである 。サ・シカの表記

6 

サ χ 而 然 γカ
(2) 1 1 2 4 2 3 3 4 5 5 6 2 7 8 9 4 1 10 
(1) 11 2 1 12 13 2 14 1 15 (2) 1 16 2 17 18 6 19 
(1) 5 20 21 1 22 
(1) 1 23 3 3 24 5 25 9 26 4 27 13 28 7 29 4 30 6 31 

注

「
然
」
「
而
」

両
字
に
つ
い
て
は

、

「
然
許
」
「
然
様
」

お
よ
び
付
属
語
と
結
合
し
た
例
を
除
外 、

ま
た
括
弧
内
は
「
而

そ
」

の
数



今昔物語集に お け る 漢字 の 用法lζ 関 す る 一試論

指
示
副
詞
サ・
シ
カ
は 、
本
集
に
お
い
て
「
然」
「
而」
字
に
依
る
正
字
表

記
お
よ
び
仮
名
表
記
に
従
う
例
を
見
る 。

母
答テ一玄 タ
然ヵ
忠ット
(
三
ノ
日)

余ノ
人そ
又
而ヵ
有
ワ
(一
/
3)

サニ
コ
ソ
ハ
侍け レ
云テ
(=一
/
孔)

乙
の
う
ち 、
正
字
表
記
「
而」
字
の
確
例
は 、
右
の一
例
の
み
で 、
し
か
も 、

と
の
語
の
本
集
初
出
例
で
あ
る
ζ
と
は
注
目
すべ
き
で
あ
ろ
う 。

右
の
表
に
依
れ
ば 、
本
集
で
は
乙
の
認
の
表
記
と
し
て
三
様
の
用
字
を
試
み

た
が 、
結
局 、
漢
字
表
記
を
採
用
し 、
し
か
も 、
「
而」
字
を
拾
て
て
「
然」

字
に
拠っ
た
ζ
と
が
伺
え
る 。
因
K 、
巻
二
四
の
二
例
は 、
和
歌
の
表
記
「
サ

コ
ソ
ミ

ル
ラ
メ」
(
二
四
ノ
お)
「
シ
カパ
カ
リ」

(
二
四
ノ
泊)
で
あ
る 。
尚

、

サ
モ
・
シ
カモ
の
漢
字
表
記
に
関
し
て
は 、
本
集
に
お
い
て
は
前
者
に
「
然」

{子 、
後
者
に
「
而」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

7
シ
パ
シ
パ
の
表
記

情
態
副
詞
シ
パ
シ
パ
の
漢
字
表
記
と
認
む
べ
き
も
の
に
は 、
「
念」
「
数」

「
数
ミ」

三
様
の
用
字
が
あ
る
が 、
何
分
に
も
使
用
例
が
稀
で
あ
る
の
で 、
そ

の
用
字
上
の
傾
向
に
つ
い
て
云
々
す
る
と
と
は
差
し

控
え
る
乙
と
と
す
る 。

此
様ェ
念
合
戦 フ
程 ニ
(
二
五
ノ
1)

此ノ
児
数
五

臥タル
程 ニ
(一
ノ
釘)

此
ど

依 一ァ
我 レ
数
ミ

此ヲ
釆 リ
過ルニ
(
九
ノ
部)

8
シ
パ
シ・
シ
パ
ラ
ク
の
表
記

本
集
に
お
い
て
は 、
的
態
副
詞
シ
パ
シ・
シ
パ
ラ
ク
は 、
「
暫」
{子
を
以
て

表
記
す
る
の
が
原
則
で
あ
る 。

女
人々
暫シト
云テ
(
五
ノ
4)

暫タ
出 テ
遊
山
欲フ '
(一
ノ
3)

と
ζ
ろ
が 、
時
に
仮
名
表
記
「
シ
パ
シ」「
シ
バ
ラ
ク」 、
ま
た
正
字
表
記「
旦」

字
に
従
う
場
合
が
あ
る 。
し
か
L
て 、
仮
名
表
記
の一
例
は
和
歌
の
表
記
「
シ

パ
シ
モ
コ
ト
ノ
ハ
ニ
ヤ
ヵ、
ル
ト」(二

四
/
印)
で
あ
り 、
他
の一
例
は
「
シ

パ
ラ
ク
岸z
船
繋

ま」
(二
六
ノ
9)
で
あっ
て 、
極
め
て
稀
な
例
と
な
る 。
正

字
表
記
「
且」
字
に
従
う
例
は 、
次
の一
例
で 、

汝ヂ
持シ
所 ノ
経 ヲ
E
前
立テ、
極
楽ニ
送 リ
置 キ
奉ル
也
(
=
7
U)

(
注目印)

と
れ
は 、
典
拠
た
る
『
本
朝
法
華
験
記』
巻
中
の
原
文 、
「
所
持
法
花
経 。
是

旦
送
置
極
楽
也」
の
字
面
に
引
か
れ
て
の
用
字
で
あ
る
ζ
と
が
著
し
い 。

9
シ
ヒ
テ
の
表
記

情
態
副
詞
シ
ヒ
テ
の
表
記
に
は 、「
強」
字
に
拠
る
正
字
表
記 、

強テ
勝
負

2
4

不
恩ハ
合
=
7
お)

と
共
に
仮
名
表
記
も
見
出
さ
れ
る
が 、
そ
れ
は
「
シ
ヰ
テ
ゾ
ヰ
タ
ル」(二
四
/

幻)
の
ど
と
き
和
歌
の
表
記
の
場
合
で
あ
る 。

日
ス
デニ
の
表
記

情
態
副
詞
ス
デニ
は 、
本
集
に
お
い
て
は
正
字
表
記
「
己」
「
既」
字
に
従

っ
て
表
記
さ
れ
る 。

太
子
年
巳 =
長
大 -一
成
給 ヌ
(一
ノ
3)

今
既ェ
又
出
竹
(一
ノ
3)

と
の
う
ち 、
本
集
で
の
普
通
の
用
字
は
「
既」
字
に
拠
る
場
合
で
あっ
て 、

「
巳」
字
に
従
う
用
字
は
天
竺
震日一
部
の
み
に
現
わ
れ
る 。
し
か
も 、
注
目

に
価
す
る
乙
と
は 、
そ
れ
ら
「
巳」
字
が 、
と
の
語
の
初
出
三
例
の
表
記
に
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
と
れ
は
巻一
第
2、
第3
話
に
見
出
さ
れ
る

(
注げ)

が 、
そ
の
典
拠
と
目
さ
れ
る
『
過
去
現
在
因
果
経』
巻
第
二
の
該
当
箇
所
で

は 、
先
の
例
が
「
太
子
今
者
己
長
大」
と
あ
る
の
を
始
め 、
「
巳」
字
の
用
字

が
目
立つ 。
或
い
は 、
か
よ
う
な
原
典の
字
面
に
暗
々
に
影
響
さ
れ
た
も
の
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次
一

一

一-

巻一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1
一

字

/
一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3
一

周

/一

一

1

4

6

6

6

2

6

4

3

6

一

1

1

1

1

1

1

一

であろうか 。但し 、以後「既」字の用字が専ら採用された理由は 、

定かではない 。
六
百ノ
案ノ
中

二
ノ
案 ノ
中一-
凹斗
匂
畢タリ
(七/
川崎)

は 、原典『冥報記』巻下の原文に「六曹案中己句翠」とあり 、地(拠

の字面の反映であるととが知られる 。

己
3 

1 

1 

既
2

5

7

0

0

3

9
 

qυ
つb
qu
ワu
nd
つb
qu

qu
A比Z
QU
QU
つれ“
。JU
氏u
qv
只U

6

4

1

2

2

2

3

1

3

 

日
スナハチの表記

情態副詞スナハチの表記には 、専ら「即」字に拠る正字表記が行

なわれている 。
即

チ
迎

ヘ

奉
テ

訪
ジ

居
奉

y

(
一

ノ
5
)

なかで唯一例 、例外と見るべきものがある 。

此
レ

刻

国
J

大

夫

人

掌

提

希

縞
ニ

後
ヲ

蘇

蜜
ニ

和
ン
テ

其

御

身
ェ

塗
リ

瓢明

治
ノ

中-一

衆
ヲ

盛
テ

蜜
ニ

奉
リ

給
フ

(
コマ

ノ

幻
)

ロ
タトヒの表記

本集において陳述副詞タトヒの表記は 、正字表記「縦」「設」「警」

「貯」諸字に従う 。
縦
二切 ノ
天
人

有 テ
仏 ノ宝
棺 ヲ
焼
て
不能 ジ
(
三
j
M)

設ヒ
戒ヲ
破テ
地
獄ェ
堕ル
事ハ
有
勺
仏
法ノ
遥--
伝
ワ
辛口ソ
菩
薩ノ
行一
有レ

ノ
5)帥官

ヒ
死

P一

ヰ
モ

互
ニ

手
ヲ

取
テ

共
ニ

死
ナ
ム

(
一

ノ
日

ともあれ 、との語の漢字表記に関しては 、「己」「既」両字に依る

試みのうち 、本集においては「既」字が選ばれ定行した 。当時の記

録資料において「己」「既」両字使用されているなかで 、「己」字を

多用する状況に比して 、本集用字の特色が認められるといえよう 。
22 
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帥肘ヒ
何ナラム
鬼
也

4
神
也 トモ
此
様ュテ
只
独リ
行ラム
人ニ
定リ
懸タラム
然マ

デ
怖y

Zペ

キ
事ェ

そ
非ヌニ

(
二
五
ノ
7)

右のうち 、「縦」「設」両字は 、巻一一以前に主に現われ 、それ以降

では「設二初也 ト云引」(一七/辺)を見山すのみである 。しかも 、

天竺市民旦部の「縦」字については総て典拠の原山内にその字而を求め

うるのであって 、右の引例については『大般児奨経後分』巻下にあ

る該当箇所「汝等当知縦使一切天人所有矩火 。不能茶毘如来宝棺」

に拠ったと見られ 、また 、他の二例 、

縦 ヒ文殊 ヲ見奉J5 ト何五ロ タ倍ル一山中 ヲ得ムヤ(六ノ叩)

縦ヒ
命ヲ
延プル
事ヲ
得げ
J
5 ト
遂ュ
年
尽ム
事
同紙 ヒ
元 シ

(
六
ノ
幻)

は 、それぞれ『三宝感応要略録』の該当筒所「縦見文殊何必能識」

(巻巾)および「縦ね延持 。年尽須盟三有」(冶小)の字面に従った

ものと認められる 。「設」字についても同様に 、

汝
ヂ

亦

設
ヒ

船一一

来
ル

14
ヲ

得
げ
リ

云
げ
ベ

船

即
チ

沈
以
ナ

(
七

ノ

5
)



は 、
『
三
宝
感
応
要
略
録』
巻
中
の
原
文
「
汝
設
附
舶
舶
即
没」
に
拠
る
と
認

め
ら
れ
る 。

か
よ
う
に 、
本
集
の
用
字
が
原
典
の
字
面
に
左
右
さ
れ
た
と
い
う一
面
も
存

す
る
が 、
他
方 、
「
警 ヒ
餓 ヲ
報

f
云H P」(
九
ノ
お)
「
設ヒ
現
罰
元 シJ
5 b」
(
九

ノ
必)
な
ど
の
ご
と
く 、
原
山県
『
冥
報
記』
巻
下
に
該
当
箇
所
が
な
く 、
本
集

編
者
の
用
字
と
認
むべ
き
も
の
も
あ
る 。

か
く
し
て 、
乙
の
語
の
表
記
に
つ
い
て
は 、
本
集
に
お
い
て
説
話
筆
録
の
当

初 、
諸
相仰
の
用
字
を
試
み
た
が 、
そ
の
な
か
で
「
容」
{イ
を
採
用
す
る
乙
と
に

なっ
た
と
い
う
事
情
が
推
測
さ
れ
る 。
既
に
見
た
ご
と
く 、
当
時の
記
録
資
料

で
は
乙
の
語
の
表
記
は
主
と
し
て
「
縦」
字
に
従
う 。
乙
乙
に
も
本
集
の
用
字

の
特
色
が
伺
え
る
の
で
あ
る
が 、
何
故
に
本
集
に
お
い
て
「
弊」
字
が
乙
の
語

の
表
記
に
採
用
さ
れ
た
の
か 、
定
か
で
は
な
い 。
尚、
本
銀
に
お
い
て
ζ
の
語

の
諸
用
字
が
同一
説
話
内
で
交
期
さ
れ
る
と
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る 。

野 望書 設 縦 χ 
4 1 
4 2 
3 1 3 
2 4 
4 5 

1 2 6 
1 7 

8 
2 1 9 
1 10 

3 11 
2 12 1 13 
3 14 
2 15 
5 16 
4 l 17 

18 
5 19 
3 20 

21 
22 

1 23 
24 

2 25 
26 

1 27 

28 
2 29 
1 30 
3 31 

今昔物詩集 に お け る 漢字の用法IC 関 す る一試論

日
夕
マ
タ
マ
の
表
記

情
態
副
詞
タ
マ
タ
マ
は 、
本
集
に
お
い
て
正
字
表
記
「
適」
学
に
従っ
て
表

記
さ
れ
る
が 、

適マ
人 F
生 レテ
我 レニ
値7
J
E Y

(
二
ノ
mA)

稀
に
「
適
ミ

幸 一-
来 レリ」
(一
一
ノ
ロ)
の
ど
と
く
「
適
ミ」

の
字
面
も
見
え

る 。
但
し 、
乙
れ
は
孤
例
で
あ
る o

u
ツ
ヒ
ニ
の
表
記

的
態
別
詞
ツ
ヒ
ニ
の
表
記
は 、
本
集
で
は
仮
名
表
記
お
よ
び
正
字
表
記「
率」

「
終」
「
遂」
諸
字
に
拠
る
場
合
が
見
出
さ
れ
る 。
ζ
の
う
ち 、
仮
名
表
記
は
和

歌
の
表
記
「
コ
レ
ゾコ
ノ
ツ
ヒ
ニ
ア
フ
ミ
ヲ
イ
ト
ヒ
ツ
ツ」
(
三
O
ノ
4)
の

場
合
で
あ
り 、
「
率」
字
に
拠
る
例
は
既
に
検
討
し
た
ご
と
く
孤
例
で
あ
る 。

結
局 、
本
枯却
に
お
い
て
は
「
終」
「
遂」
両
字
が
乙
の
語
の
漢
字
表
記
の
主
た

る
用
字
と
い
う
と
と
に
な
る 。

終ニ
宮 ニ
不
返シ
(一
ノ
4)

遂 ニ
馬 ヲ
牽テ
来ル

(
一
ノ
4)

右
の
例
で
知
ら
れ
る
ど
と
く 、
両
字
は
初
出
の
問一
説
話
中
で
既
に
交
用
さ

れ
て
い
る 。
と
と
ろ
が 、
以
降
は 、
治
九
第お
話・
巻一
七
第泣
話
第
幻
話
の

三
説
話
を
除
い
て
絶
え
て
そ
の
交
用
を
見
る
こ
と
が
な
い 。
ま
た 、
「
終」
字

は 、
本
朝
部
に
お
い
て
は
そ
の
使
用
が
稀
に
な
る 。
恐
ら
く 、
本
集
に
お
い
て

は
筆
録
当
初 、
「
終」
「
遂」
両
字
を
用
い
て
乙
の
語
の
表
記
を
試
み
た
が 、
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後 、
「
遂」
字
を
採
用
し
て
統一
を
図っ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
当
時
の
記
録
資

料
で
「
終」
字
に
比
し 、
「
遂」
字
を
多
用
す
る
事
実
も
参
考
に
な
る 。
尚 、

後
述
お
と
同
様
に 、
天
竺
震
E
部
に
お
い
て 、
例
え
ば 、
巻
五
に
「
終」
字 、

巻
七
に
「
遂」
字
が
専
用
さ
れ
る
な
ど 、
両
字
の
使
用
が
そ
れ
ぞ
れ一
群
の
説

話
に
集
中
し
て
相
互
に
交
替
す
る
現
象
も
注
目
し
て
よ
い
乙
と
で
あろ
う 。

24 

、ソ 用不遂 終 率 ヒ

5 10 1 
9 10 2 
3 4 3 
3 10 4 

6 5 
21 2 6 
21 7 

8 
25 7 9 
13 3 10 
10 11 
16 1 12 
25 13 
22 1 14 
36 1 15 
14 1 16 
18 2 17 

18 
11 1 19 
15 20 

21 
4 22 
2 23 
9 1 24 
7 25 
8 26 
9 1 27 
3 28 

14 29 
8 1 30 

10 1 31 

日
ト

カ
ク
の
表
記

情
態
副
詞
ト

カ
ク
の
表
記
に
は 、
仮
名
表
記
お
よ
び
借
字
表
記「
此彼」「
ト

是」
が
見
出
さ
れ
る 。

女
ト

カ
ク
云

5、
不
問
主

亦
入 ヌ
(一
六
ノ
却)

崩 ノ
許 ユ
少
とハ

留 リテ
此
彼
云フ
程二
(二=
7
M)

ト目疋
可
廻タそ
非ズ
(二
五
ノ
5)

ζ
れ
ら
の
う
ち 、
仮
名
表
記
は 、
乙
の
語
の
初
出
の
例
に
用
い
ら
れ 、
本
朝
世

俗
部
以
降
で
は
借
字
表
記
「
此彼」
が
と
れ
に
替
る
と
と
と
な
る 。
「
ト

是」

用
字
は
右
が
孤
例
で
あ
る 。

此 ト ト !7JJ 
彼 是 カ

ク
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

10 
11 
12 
13 
14 
15 

1 I 16 
17 
18 

2 I 19 
20 
21 
22 

1 I 23 
2 I 24 
1 1 I 25 
2 I 26 
1 I 27 
2 I 28 
2 I 29 
4 I 30 
1 I 31 

日
ト

モ
カ
ク
モ
の
表
記

情
態
一副
詞
ト

モ
カ
ク
モ
は 、
仮
名
表
記
お
よ
び
借
字
表
記
「
此そ彼そ」
に
依

っ
て
記
さ
れ
る 。

大
臣
ト

モ
カ
ク
モ
不
宣 シテ
(一
九
ノ
9)



致
経ハ
此
そ
彼
そ
不
云
r
ケ
レ
ド
そ

(
二
三
ノ
H
)

とのうち 、仮名表記はとの語の本集初出の方の例のみで 、以降は借

字表記が定着する 。おをも合めて 、との表記の定着した背景には 、

別の語の表記ではあるが 、「
附割倒割其乃所行各以不穏
一回」(兵範記 、

仁平三年七月廿五日条所引宣命案)などの社会的な表記の慣行があ

って 、そのような字面を借用するといった事情が存したのであろう

.カ

ト此 モモ カ
理クモ

1 2 3 4 5 w 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 1 19 20 21 22 
2 23 1 24 25 3 26 27 3 28 7 29 1 30 31 

今昔物語集 に お け る漢字の用法IC関 す る 一 試 論

η
トモスレパの表記

情態副詞トモスレパは 、仮名表記および借字表記「此汚」「此モ

為 レパ」に依って記されている 。

雌然そ猶Lスレパ雲ノ気常ュ其ノ所 一-出来也
277)

此令レ逃テ此ク失スル事 ヲ仕ル也(二九ノロ)

此
そ
為
レハ
隠
ヲ
シ
行
キ
給
テ

(
二
九
ノ
げ
)

との語については右の例を見出すに過ぎないが 、仮名表記の先行し

ていることは注目すべきであろう 。

問
ナホの表記

情態副詞ナホは 、仮名表記および正字表記「尚」「猶」両字に依

って表記されている 。乙のうち 、仮名表記は和歌の表記「刑判コノ

タビハイカムトゾオモフ」(一一二ノ却)の場合で 、他は総て正字表

記に依っている 。
月ハ猶天--有リ歯ハ又不落ズ管尚身 一日付 リ(一ノ4)

従って 、ζの語の表記に関しては 、正字表記を原則とするといっ
てよい 。しかして 、「尚」「猶」両字は天竺震旦部では共用される

が 、本朝部に入ると 、巻一三以降「尚」字が主用されるようにな

る 。そのなかにあって 、巻一九・巻二Oにおける「猶」字の頻用は

目立つ 。天竺震旦部では 、両字共用のうち 、巻一では「尚」字 、巻

二以降では「猶」字が多用されている 。

尚 、との語の初出二説話 、巻一第3話第4話において両字が交用

されている事実も注目すべき乙とであろう 。両字交用の説話は 、右

のほか 、巻三第7話・巻一四第4話の合計四説話のみである 。これ

らのうち 、先掲の巻一第4話の場合は 、『過去現在因果経』巻第二の

該当箇所に「太子語言 。月猶在天。歯又不落 。管復尚在」とあって

原典の用字の反映と認むべきものの存するととを推測させる 。他の

説話についても 、例えば 、『冥報記』の原文「而僧徹巳冷至今三歳 、

捌坐如故」(巻上)の用字を踏襲した「亦僧徹ガ身冷テ三年制端 Y7坐州

事生寸時 ノ如 シ」(七ノお) 、「議情不信仏意尚疑之」(巻中)の用字を

反映した「仁夜此レヲ間ロ?と ド心 ニ尚疑テ不信刊 シ」(九ノお)などのごと
25 



き
が
あ
る 。

要
す
る
に 、
本
集
で
は
典
拠
の
用
字
な
ど
を
断
ま
え
て 、
ζ
の
語
の
表
記
に

「
尚」
「
猶」
両
字
を
用
い
る
試
み
を
行
なっ
た
が 、
結
日
「
尚」
字
を
採
用
し

て 、
そ
れ
に
依っ
て
用
字
の
統一
を
企
て
た
と
抵抗抗
さ
れ
る 。
「
尚」
{子
に
依

岡一

っ
て
統一
を
図っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が 、
当
時
の
記
録
資

料
で
は
ζ
の
認
の
表
記
に
「
尚」
「
猶」
両
字
を
用
い
る
な
か
で 、
「
狛」
字
を

多
く
使
用
す
る 。
乙
乙
に
も
本
集
用
字
の
特
色
が
伺
え
る 。
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1 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1 

ーム
ti
1ム
4i
tA
TA
1A
1A
噌i
1i
。，“
。ム
ηru
つん
のL
のL
ηL
のdu
η4
ワ白
qu
qu

ナ
ヲ尚

4
2
3
1
2
 

唱目ム

9 6 
13 5 

5 2 
6 8 

13 
13 

8 
11 
12 

4 

1酋

η4
のFU
nu
aAτ
ηt
d後
ηt

11
唱i
内J&

1 

尚
ま
た 、
両
字
の
使
用
が 、
リ比
に
お
け
る
と
同
様
そ
れ
ぞ
れ一
群
の
説
話
に

集
中
し
て
相
互
に
交
科
す
る
事
実
の
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る 。

日
ナ
ホ
シ
の
表
記

的
態
副
詞
ナ
ホ
シ
の
表
記
に
は 、

れ
る 。

正
字
表
記
「
尚」
「
猶」
両
字
が
使
用
さ

6 
10 

1
6
7
3
6
3
3
1
3
8 

1I

1i
11
ηL
1i

 

7 
18 

1 

尚 ン
金
剛 ノ
山 ヲ
推
破
勺
如 シ
(一
ノ
4)

鳥
獣
猶 y
不
定
米ズ
(
六
ノ
6)

と
の
語
の
山
現
数
が
さ
し
て
多
く
な
い
た
め 、
使
用
傾
向
を
論
ず
る
の
は
控
え

る
べ
き
乙
と
と
思
う
が 、
尚 、
「
尚」
字
が
本
築
で
通
巻
出
現
す
る
事
実
を
指

摘
し
て
お
き
た
い 。

猶 尚 引:..' :/ 

1 l 

2 
3 
4 
5 I 

2 6 I 
2 7 

8 
2 9 
3 1 10 1 11 

12 
1 13 

2 14 
1 15 

16 
1 17 

18 
19 
20 I 
21 I 
22 
23 
24 
25 
26 

1 27 
28 

1 29 
30 

l 31 

乙
れ
は 、
四
に
お
け
る
用
字
の
解
釈
と
矛
盾
す
る
傾
向
で
は
な
い
と
思
う 。

ま
た 、
日
本
古
典
文
学
大
系
ヌ ー
昔
物
詩
集』
付
に
お
い
て
も
既
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
が 、
先
掲
の
巻一
節4
話
の
「
尚」
字
は 、
原
典
『
過
去
現
在
因
果
経』

か}
第
二
の
該
当
筒
所の
「
狛
如
金
剛
挺
破
於
山」
を
改
め
た
も
の
で
あ
る 。

初
ニ
ハ
カニ
の
表
記

仙川
態
副
詞ニ
ハ
カニ
は 、
正
字
表
記
「
俄」
「
暴」
「
頓」
三
字
に
依っ
て
表



今昔物語集 に お ける漢字 の用法IC関する一試論

記される 。仏
俄ェ
留リ
給 ヒヌ(一
ノ四)

武徳ノ
間 ニ
割叶
死ヌ(七
ノ
初)

其ノ
妻
頓
死シ只

(
六
/
辺)

このうち 、主用されるのは「俄」字であって 、「暴」字は八例 、

「頓」字は右を見るに過ぎない 。しかも 、注目すべき乙とは 、「暴」

字が「暴ェ死 ス」の表現においてのみ使用されている事実である 。更

に 、それら諸例は 、先掲の例が典拠『冥報記』の原文「以武徳中暴

亡」(巻中)に拠るのを始め 、全例 、原典『冥報記』の用字の反映

と認められる 。
開自主ノ
代ュ
此ノ
監
膳
暴ニ
死ヌ

(
九
/
幻)

開
皇
中
暴
死

(
巻
下)

其ノ
年ノ
七
月ェ
綿
洲ノ
人
姓ハ
陳
字ハ
子
良
暴二
死ヌ

(
九
/
初)

其
年
七
月
綿
洲
人
姓
陳
字
良
暴
死

(
巻
下)

智
感
暴ェ
死Z

(
九
ノ
幻)

一
夜暴
死

(
巻
下)

司
倉ノ
委
暴ニ
病ヲ
受テ
死F

(
九
ノ
但)

司
倉
婦
暴
病
死

(
巻
下)

此ノ
夜
斡ノ
鳳
方
暴ェ
死hヶ
(
九
ノ
ロ)

田正
夜
鳳
方
暴
死

(
巻
中)

貞
観
十
四
年ト
云フ
年ノ
秋
侍
突
暴=
病ヲ
受テ
死ス

(
九
ノ
泊)

貞
観
十
四
年
秋
暴
病
率

(
巻
下)

尚
書
都{
口ノ
命
史
王
議b
云フ
人
亦
暴ニ
病ヲ
受テ
死ス

(
九
j
U)

尚
書
都
宮
令
史
王
蕗
暴
病
死

(
巻
下)

また 、先掲「頓」字についても 、山県拠『三宝感応要略録』品川」上の該
当筒所に「茸(婦頓死」とあって 、原地(の字面の反映である乙とが知

られる 。結局 、本集における乙の語の表記は 、「俄」字に依って終始統一

されているといえる 。乙れは 、当時の記録資料の用字と軌を一にす

ヲ匂 。幻ハジメテの表記

本集において情態副詞ハジメテは 、正字表記「初」「始」両字に

依って表記される 。

其ノ女子初 メテル比川ヶ時 、納ナル白間以ニ身J袈テ生川タ(二ノ日)

五
人ハ
鈍
根行シ

門U
始テ
党 ヲ
開 7
(一
ノ
8)

但し 、「始」字がやや多用されるほか 、両字に使用上のさしたる

傾向は認められない 。尚 、典拠の用字との関係は 、先掲巻二第日話

が原典『賢愚経』巻第五の該当箇所「其初生時 。細軟白田区 。褒身而

生」の用字を時附製するなどの一方 、「道怒一両座 ニ登 子始テ題 ヲ発す」(七

ノ4)が原典『冥報記』巻上の該当箇所「慈初発題」の字面を改め

るなど 、様々である 。因に 、当時の記録資料では両字共に使用され

ている 。来八日御元服後 、始可有行幸 、(長秋記 、天永四年正月八日)

各初参 、(長秋記 、元永元年十一月十一日)

泣ヒソカニの表記

情態副詞ヒソカニの表記は 、正字表記「密(蛍)」「縞(楠)」「私」

字に従う 。密ニ判官代ガ家ニ人ヲ遺 リテ令見ル ニ(一ムハノ3)

蜜z
提
婆
達
多ノ
住
所
象
頭
山ニ
移シ
住
勺

(
一
/
叩)

制司
蘇
蜜ヲ
作テ
栓ニ
和
Aロシ一ア

合7
ノ
幻)
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夜ル
楠4
這
寄
て

二
六
ノ
叫)

法義即チ目 ヲ見張テ私 z罵テ(七ノ必)

乙のうち 、乙の語の表記に用いられたと認むべき「私」字の確例

は右のみであり 、しかもζれは 、原典『冥報記』の該当箇所「義及

張張目私罵」(巻下)の字面を踏襲したものと認められる 。従って 、

本集におけるとの語の表記は「密(蜜)」「縞」字に依って行なわれ

たと考えられるが 、両字その使用度数の上で相互に拾抗していて用

字上の特徴は特に見出しがたい 。本集における使用度数の分布の面

でも同様である 。但し 、両字の使用がそれぞれ一群の説話に集中

し 、それが相互に交替する乙と 、先のは・犯におけると同様で 、し
かも 、両字が同一説話中に交用されることは稀である 。その交用説

話は 、巻三第幻話・巻一九第η話第川世話・巻二九第6話の四説話に

過ぎない 。
また 、原典の字面との関係は 、『大唐西域記』巻一の「密於縄林

之下謬援潜隠」の字面を踏襲した「蜜-一居タル縄床ノ下ニ取付テ隠テ行ヌ」

(三ノ7)のどとき場合 、『冥報記』巻中の「環女以尼年少縞疑」を

「粛環ガ家ュ幼キ女子有 リ蜜ニ此ノ舎利ヲ疑テ思μ タ」(六ノお)と改めた場

合 、原典と全く関わらない場合などあって 、一様ではない 。

尚 、当時の記録資料において両字共にとの語の表記に使用される

ととは 、既K述べた 。
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(注)
括弧内は 、「禍」字の数

幻マコトニの表記

情態副詞マコトニは 、正字表記「実」「誠」両字に従って記され

ている 。此ク死Z者三実 ェ可哀ム也(一ノ印)

誠ニ
知 男(一
二ノ
日)

右のうち 、本集では「実」字が主に用いられ 、「誠」字は本朝仏法
部を中心に 、同世俗部に僅かに見出されるに過ぎない 。それら「誠」

(
注目)

|

字には 、『日本霊異記』巻上第お話の「誠知丈六之威光読経之功徳

也」の字面を踏襲したと認められる「誠 一F知 ヌ此レ大安寺釈迦ノ威光諦

経 ノ功徳ノ致Z也」(一二/時)のごときも存するが 、概して典拠の

字面には関わらないようである 。

記録資料においては 、「実」「誠」両字共に使用されるなかで 、



誠実1%
6 l 

7 2 

8 3 

9 4 

13 5 

8 6 

13 7 

8 

12 9 

11 10 

10 11 

2 17 12 

1 10 13 

20 14 

11 15 

1 15 16 

8 13 17 

18 

30 19 

18 20 

21 

6 22 

3 23 

1 15 24 

8 25 

20 26 

18 27 

19 28 

22 29 

9 30 

1 15 31 

今昔物語集 に お け る漢字の用法11:関 す る 一 試 論 「誠」字が多用される 。

其儀誠厳重也 、(長秋記 、天永二年四月十八日)

M7サニの表記

副詞マサニは 、正字表記「の」「将」「正」「当」諸字に依って表

記される 。の一-
風

ヲ
病

テ
臥
給ヘ

リ

(
三
ノ
ロ
)

妻ヲ
被
取

テ
将-一
吉 ト
思

ァ
人
有ナ

ム
ヤ

(
一

ノ
臼
)

汝
ヂ

供
養
同
ム

問山ハ
ぐ

正三
財
宝

7
可
儲

シ

(
ニ
ノ
ロ
)

当 一-
知ペシ
(
一
ノ
1
)

乙れら諸字のうち 、「の」字については情態副詞の表記と見られる

右が孤例である 。このほか 、情態副詞の表記には総て「当」字が使

用されるが 、『日本霊異記』巻中の「当是召衣女也」を踏襲した

「当 一-此レ召 ス女也」(二Oノ鴎)を除いて 、原典の字面には関わらな

陳述副詞の表記に使用される「将」「正」「当」三字のうち 、前二

者については使用例が少なく 、その用字に関してとかくいう乙とは

差し控えたい 。但し 、「正」「当」両字は 、天竺震旦部ではベシと呼

応し 、本朝部ではムと呼応することが多い 。

尚 、当時の記録資料において「将」字が多く使用される事実は 、
先に述べた 。

おマタの表記

用字法に関する検討なので 、接続詞の表記例も含めて取り上げ

る 。情態副詞および接続詞マタは 、正字表記「又」「亦」両字に依

って表記される 。
今
何

ゾ
又
出
ム

(
一

ノ
3
)

太
子
亦
此ノ
事ヲ
間一ア間
犬キ
悲

ム
事
兎
限

シ

(
一

/
幻
)

両字の用字に乙れらの語の用法上の差異を反映したと見るべき事象

は認めがたい 。但し 、本集全巻を通じての両字の使用状況には顕著

な傾向が伺える 。即ち 、先ず 、「亦」字が全巻を通じて使用されて

いるのに対して 、「又」字は 、巻二Oの特別な場合を除いて 、その

使用が天佐一部 、しかも巻三以前に集中する 。次に 、同一説話中での

両字の交用は比較的稀である 。今 、それらの説話を示すと 、次のど

とくになる(漢数字が巻次 、算用数字が説話番号を一示す) 。

一

幻
幻

二
7

五
H

一

三
ω

一

四
お

一

六
げ

一

九
3
4

二
0

2
7
m
u
お

二
三
幻

二
四
日比

以上 、全巻を通じて一六説話を数えるに過ぎない 。しかも 、「又」

字の使用例は 、巻二Oを除いて 、巻五以降 、右の説話中に見出され

るのみである 。
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亦 又 !74 6 107 1 51 62 2 49 41 3 74 4 66 1 5 76 6 96 7 8 111 9 112 10 120 11 95 12 125 1 13 73 l 14 92 15 64 1 16 71 17 18 69 2 19 18 57 20 21 16 22 34 1 23 94 1 24 61 25 44 26 43 27 69 28 I 71 29 20 30 52 31 

(
注)

7

タ
ハ

は
除
外

両字の使用状況を更に仔刺に観察すると 、次のどとき事情が判明

する 。即ち 、巻一第1話より第四話まで「又」字専用 、次いで両字

交用説話が介在して第お話より巻二第4話まで「又」字専用 、次い

で「亦」字専用説話および両字交用説話が介在して第8話より第お

話まで「亦」字専用 、次いで両字それぞれ専用の説話が交互に介在

して第お話より第ω諾まで「又」字専用 、次いで両字それぞれ専用

の説話が交互に介在して巻三筋4話より第口話まで「亦」字専用 、

次いで両字それぞれ専別の説話が交互に介在して第四話より第幻話

まで「又」字専用 、以降は「亦」字専用の説話の連続となる 。ま

た 、「亦」字専用の説話群の中で特に「又」字の頻用の際立つ巻二

Oについて見るに 、巻二O第1話までの「亦」字専用説話を承け 、

第27mHお話の両字交用説話を介して「又」字専用の説話が巻末

まで続く 。一一の考証は省略せざるを得ないが 、かかる「又」「亦」

両字の使用上の交替は 、典拠の原文の字面には必ずしも関わらない

と認められる 。或いは本集の説話笠録時に存在した何らかの事情と

関連するかとも佑測されるが 、乙乙では右の現象の存する事実だけ

を指摘するに留めておく 。

ともあれ 、本集ではζれらの語の表記に「又」「亦」両字の使用

を試みたなかで 、結局「亦」字を採用するζとになったと推考され

30 

る 。乙れは 、当時の記録資料において「又」「亦」両字を使用する

なかで「又」字を多用する傾向と対捺的であって 、乙乙にも本集に

おける用字の特色を伺うζとができる 。

おマノアタリの表記

間態別詞7ノアタリの表記には 、正{子表記「親」「面」両字が用

いられるが 、使用数も少なく両字の問に用字上の差異は見山しがた

今ハ
親

リ
仏

ノ
御
許

五句 、
山
家
古
田心
フ

(
一

ノ
幻
)

何
ゾ

面
与

タ
不
施
可
内
ュ

呼
ピ

入
レ
テ

蜜
ニ

施
匂

(
ニ
ノ
日)

但し 、両字には 、例えば 、山典『三宝感応要略録』巻下の該当箇所

「面見真相三返」の字面を反映した「面弥勤 ヲ見奉ん市中三返Z後」(四

/鈎) 、『冥報記』巻下の該当箇所「見智感親問之」の字面を踏襲し

た「智感 ヲ見テ親 リ此レヲ問 7」(九/幻)のごときがある 。

幻
ミチスガラの表記

情態刑制ミチスガラは 、次の二様の併し一千表記に従って表記され

る 。
女ハ
道
M
m

瓶
ノ

事
ノ
ミ

哀 --
m心
ヒ

山
門

レ

(
一

六
ノ
9
)

終
道

ラ
各

ノ
心
得

ム
ト

思
バ

ケ
ル

(
一

O
ノ
9
)

両用字のうち 、「終道」に従う用字が安定し 、本朝世俗部において



道 終 !と道

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

1 10 
11 
12 
13 
14 
15 

1 1 16 
17 
18 

(1) 2 19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 

1 27 
28 
29 
30 

(1) 31 1 

注

括
弧
内
は
名
詞
的
用
法
の
数

今昔物語集における談字の用法!C関する一試論

も専ら用いられるのは 、ζれが本築においても定着した字面「終

夜」を持つヨモスガラに準拠した用字であるからであろう 。

お
ミヅカラの表記

情態副詞ミヅカラの表記には 、正字表記

手
足
有U ド
自 ラ
巡プ
事
不
能 ンテ
(
一
/
3)

など 、「自」字が定着しているなかで 、

其ノ
心
唄ル トモ
身
来リ
責メム
事
不
能
(
二
五
ノ
日)

がある 。但し 、とれは孤例である o

mモトモの表記

程度副詞モトモの表記には 、正字表記「尤」「寂」両字に従う例

を見る 。申ス
所
尤そ
可
然 シ
(
二
/
お)

国 ノ
中 ュ
供
，謎 ヲ
受
給可
申咋
吉 ン
(
一
ノ
げ)

但し 、「尤」字が通巻均等に使用されているのに比して 、「寂」字の

使用例は極めて少なく 、右のほか 、巻六第加話二例 、巻二五第5日

話各一例 、合計5例を見出すのみである 。そのなかで 、右所引の例

が典拠『経律異相』巻七の該当箇所「和上大智徳受萌上供養」の字

面を反映したと見られるほかは 、原典『法苑珠林』巻十五の原文
「
唯
勝
小
者
船
満
而
還」
を
改
め
た
「
寂
小
勺
取テ
船 二
世似 ミ
満テ、」
(
六
ノ
加)
な

ど 、典拠の字面と関わらぬもののようである 。

結局 、本集においてはこの語の表記に当初「尤」「最」両字を使

用したが 、なかで「尤」字に用字の一般性を認めて 、とれに依って

用字の統一を図ったと見られる 。因に 、記録資料で最も多用される

のは「尤」字である 。

ωモトヨリの表記

情態副詞モトヨリの表記には 、正字表記

本ヲリ
仏
法ヲ
不
知ザ レル
者廿 レド
(
一
/
幻)

のどときが本集会巻に亘って行なわれている 。ところが 、伎か二例

ではあるが 、借字表記

自本有ル三百七十 ノ庫蔵ニ(一/幻)

又
自
本
城ノ
内 一一
廿
五
人 ノ
腕
陀
羅
女
有 リ
(
三
ノ
印)

が見出される 。ζれらには共に原典の字面の反映は認められない 。

但し 、「自本」の字面は 、当時の記録資料では既に述べたどとく見

出されるのであって 、日常通行の用字の一程であったと思われる 。

結局 、本集ではとの語の表記に当初 、正字表記と借字表記とが試

みられたが 、巻回以後では早くも正字表記が定着する乙とになった
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と
想
定
さ
れ
る 。

む

ヤ
ガ
テ
の
表
記

情
態一
副
詞
ヤ
ガ
テ
が
本
集
で
用
い
ら
れ
る
の
は
巻
一

六
以
降
の
よ
う
で
あ
る

が 、

乙
の
語
は
原
則
と
し
て
仮
名
表
記
で
記
さ
れ
て
い
る 。

ヤ

ガ

テ

塩
ニ

被

引
レ
テ

海
J

白山
ニ

山
ヌ

三

六
/

鈍
)

但
し 、

借
字
表
記
と
見
る
べ
き
も
の
が 、

僅
か
二
例
な
が
ら 、

巻
二
三
に
見
出

さ
れ
る 。今

夜
三
井
寺ニ
行 テ
線
而
立
返 リ

(
二
三
/
叫
)

嫌
而
其ノ
内ニ
下ェケ リ
(
二
三
ノ
お)

乙
の
語
の
表
記
に
は
尚
当
時 、

相
応
な
漢
字
表
記
が
必
ず
し
も
定
着
し
て
い

な
か
っ
た
と
見
え 、

記
録
資
料
に
も
仮
名
表
記
を
行
な
っ

た
例
が
見
出
さ
れ

る 。

害
予
名
之
時 、
左
府
被
目
云 、
ヤ
カ
テ 、(
山
椀
記 、
長
克
三
年
七
月
五
日)

本
集
に
お
い
て
乙
の
語
の
表
記
に
原
則
と
し
て
仮
名
表
記
が
採
用
さ
れ
た
の

は 、

右
の
ご
と
き
事
情
に
基
づ
く
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る 。

辺

ヤ
ハ
ラ
の
表
記

情
態
副
詞
ヤ
ハ
ラ
は 、

既
に
天
竺
民
旦
部
に
お
い
て
「
和
」
「
爆」
「
突
」

「
軟」

諸
字
を
用
い
て
そ
の
漢
字
表
記
が
試
み
ら
れ
て
い
る 。

和
ラ

起
テ

所
ミ
ヲ

見
ル
ニ

(
五

ノ

1
)

山ノ
方

へ

矧到
指

γ

歩テ
入
い ヶ

(五
ノ
却)

突 ラ
動セパ
(
一
O
ノ

お
)

軟
ラ
ア
グ
ミ

(
五
ノ

3)

本
朝
仏
法
部
に
も
「
弱
」

字
に
依
る
表
記
が
あ
る 。

心

地

極
テ

悪
ゆ

ケ
レ

弱
ラ

臥
z

(
一

四
ノ

必
)

乙
れ
ら
借
字
表
記
の
う
ち 、
「
和
」

字
を
除
き 、

他
は
い
ず
れ
も
孤
例
で
あ
る 。

乙
れ
に
反
し
て 、
「
和」

字
は
本
朝
部
に
お
い
て
通
巻
乙
の
語
の
表
記
に
安
定

し
た
使
用
状
況
を
呈
し
て
い
る 。

即
ち 、

本
作却
に
お
い
て
は
乙
の
語
に
当
初 、

諸
種
の
渓
字
を
用
い
て
そ
の
表
記
を
試
み
た
が 、

結
局 、
「
和」

字
を
採
用
す

る
乙
と
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る 。

但
し 、

こ
の
語
の
表
記
に
「
和」

字
を
使

用
し
た
文
献
を
他
に
尚
見
出
し
て
い
な
い 。

お

ヤ
ヤ
モ
ス
レ
パ
の
表
記

情
態
副
詞
ヤ
ヤ
モ
ス
レ
パ
の
表
記
は 、

天
竺
部
に
「
判例」

字
を
用
い
た 、

梢HA
寺

ヲ

追 ヒ
出 ス
(
四
ノ

印)

を
見
出
す
が 、

本
朝
部
で
は
総
て
正
字
表
記

動
品

レ

風

発

浮
ェ

食

物
廿

ド

衰
へ
歩

合
一

O

ノ

お
)

の
ど
と
き
「
勤
」

字
に
従
う 。
「
梢」

字
は 、
『
類
車内
名
義
抄』

法
下
一

回
に

「
川
抄

一ア
ャ

ト
ヨ
汁

ゥ

肘げ
拐
U
W」

と
あ
っ
て 、

副
詞
の
和
訓
と
し
て
は
「
ヤ
ヤ
」

「
ヤ
ウ
ヤ

ク
」
「
ス
コ
シ
」

が
示
さ
れ
て
い
る 。

天
竺
部
の
一

例
は 、

乙
の
語
に

つ
き
そ
の
語
源
を
勘
え 、

右
の
「
ヤ
ヤ
」

の
和
訓
に
基
づ
き 、
「
梢」

字
を
語

形
の
一

部
の
漢
字
表
記
に
利
用
し
た
借
字
表
記
と
認
め
ら
れ
る 。

と
す
れ
ば 、

右
の
用
字
分
布
か
ら 、

乙
の
語
に
つ
い
て
も
借
字
表
記
か
ら
正
字
表
記
へ
の
表

記
統
一
の
方
向
を
看
取
す
る
乙
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る 。

辺

ユ
メ
ユ
メ
の
表
記

乙
の
語
の
表
記
に
つ
い
て
は 、

既
に
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集』

付 、

補
注
四
一

で
詳
し
い
解
説
が
施
さ
れ 、

大
要
は
そ
れ
に
尽
き
る 。
「
努メ」

「
努
力」
「
努
ミ
」

の
ど
と
き
三
種
の
用
字
の
な
か
で 、
「
努
力」

は
巻
一

第
口

話
の
使
用
例
が
孤
例
で
あ
り 、
「
努
ミ
」

が
本
集
全
体
を
通
じ
て
多
用
さ
れ
る

乙
と
を
付
言
す
る
に
留
め
る 。

お

ヨ
モ
の
表
記

陳
述
副
詞
ヨ
モ
は 、

仮
名
表
記
お
よ
び
借
字
表
記
「
世そ」

で
記
さ
れ
る 。
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ヨモ其ニ知セ不奉 ラジ(一七/μ)

此ノ指ハ世そ失セ不侍ジ(一六ノ9)

両者共に本朝仏法部巻一六以降通巻均等に出現するが 、出現度は仮
名表記が一角い 。借字表記は 、尚本集において十分定着するに至らな

かったと見られる 。

世 ヨ Iffl;�.Iモ / 巻次

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 
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今昔物語集 に お け る漢字 の用法IC関す る一試論

お
ヨモスガラの表記

情態
副詞
ヨモスガ
ラの表
記には 、仮
名表記および
正
字
表記「終

夜」が存する 。とのうち 、仮名表記は 、和歌の表記「ヨモスガラチ

ギリシコトヲ」(二四ノ必)のみであって 、他は総て 、

其ノ夕方ヲリ雨大井降テ風痛7吹テ終夜不止ズ(五jm)

のごとき「終夜」に依って統一されている 。尚 、本伎ーには 、当時の

記録資料によく見出される「通夜」の字国は使用されていない 。

幻
ワヅカニの表記

情態副詞ワヅカニの表記は 、正字表記「僅」「綴」両字および借

2 

2 

3

3

4

2
 

1 

3 

2 

1 

字表記「和総」に依って行なわれる 。

僅--少ノ水許 ヲ与ヘテ誼タリ(二ノ7)

畿二百年許守成 リ作川 Z(四ノ7)

和縫ヲ一法師ノ姿一テ此川H F(十九ノ3)

{
注目)

「和線」は巻一九 、巻二三に見えるが 、尚 、その訓には疑いが残る 。

乙の認は 、専ら正字表記の両{子に依って記されるといってよいが 、

両
字ほ
ぽ
等
し
く
使用されているなかで 、「
僅」字が
使
用度
数の上で

やや優る 。両字併用される点では当時の記録資料における乙の語の

用字の状況と正に符合する 。
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お
ま
と
め

各
語
の
表
記
の
個
別
的
検
討
を
通
し
て
知
ら
れ
た
事
実
を
整
理
す
る 。
本
集

に
お
い
て
採
ら
れ
て
い
る
語
の
表
記
を
大
別
す
れ
ば 、
漢
字
表
記
(
正
字
表

記・
俗
字
表
記) 、
仮
名
表
記
の
三
穏
と
な
る 。
し
か
し
て 、
二
種
以
上
の
表

記
が
本
集
に
お
い
て
併
存
す
る
場
合 、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
察
知
さ
れ
る 。
即

ち 、
先
ず 、
3・
日-m・げ-m・

お
な
ど
の
ご
と
く 、
仮
名
表
記
と
借
字

表
記
と
が
併
存
す
る
場
合 、
そ
の
多
く
は
借
字
表
記
が
優
位
を
保つ 。
尤
も 、

MU・
お
の
ご
と
く 、
仮
名
表
記
が
主
に
使
用
さ
れ
る
相場
合
も
あ
る
が 、
ζ
れ

は 、
本
集
に
お
い
て
尚 、
そ
の
借
字
表
記
の
日
常
性・
社
会
性
が
認
め
ら
れ
な

かっ
た
た
め
の
現
象
と
恕
倣
さ
れ
る 。
次
に 、
4・
6・
8
な
ど
の
ど
と
く 、

仮
名
表
記
と
正
字
表
記
と
が
併
存
す
る
場
合 、
例
外
な
く

正
字
表
記
が
優
位
に

立
つ 。
更
に 、
2・

ω・
お・
幻
な
ど
の
ご
と
く 、

借
字
表
記
と
正
字
表
記
と

が
併
存
す
る
場
合 、
ζ
れ
ま
た
例
外
な
く

正
字
表
記
が
優
位
を
占
め
る 。

か
よ
う
に 、
木
集
に
お
い
て
は
そ
の
用
字
選
択
に
仮
名
表
記
よ
り
は
借
字
表

記
を 、
ま
た
借
字
表
記
よ
り
は
正
字
表
記
を
優
先
す
る
傾
向
が
著
し
い 。
と
同

時
に 、
か
か
る
二
種
以
上
の
用
字
の
併
存
は 、
多
く
の
場
合 、
そ
の
語
の
初
用

の
巻
々
を
中
心
に
見
出
さ
れ 、
以
降
は
漸
次一
定
の
用
字
に
統一
さ
れ
る
傾
向

が
観
察
さ
れ
る 。
従っ
て 、
概
し
て
い
え
ば 、
天
竺
震
日一
部
に
多
種
の
用
字
が

観
察
さ
れ 、
本
朝
仏
法
部
が
と
れ
に
次
ぐ
と
い
う
と
と
に
な
る 。

幻-
m-
M
な
ど
の
よ
う
に 、
二
利
以
上
の
借
字
表
記
が
併
存
す
る
場
合 、

ζ
れ
ま
た一
定
の
用
字
K
統一
さ
れ
る
傾
向
が
伺
え
る 。

-3
nU
1ょ
っb
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oo

qd

nU
14
のb

qu

バ宅
FD
no

qυ

Z白、

マ4

1A

TA

TA

1A

14

ηL

nL

nL

ηL

ηL

ηL

Ob

ηL

-
m引
な
ど
の
よ
う
に 、
二
穏
以
上
の
正
字
表
記
が
併
存
す
る
場
合 、
そ
れ
ら
用

字
の
大
概
は 、
ニ
ハ
カニ
に
お
け
る
「
暴」
字
な
ど 、
原
典
の
字
面
の
影
響
下

に
あ
る
も
の
を
除
い
て 、
本
集
成
立
と
同
時
期
の
記
録
資
料
な
ど
で
常
用
さ
れ

る
漢
字
群
で
あっ
て 、
い
わ
ば
当
時
の
日
常
通
行
漢
字
で
あっ
た
と
推
察
さ
れ

る 。
そ
れ
ら
の
な
か
で 、
m-
m-
n-
u・
お
な
ど
は 、
記
録
資
料
で
最
多

用
の
も
の
で
な
い
漢
字
を
本
集
に
お
い
て
は
頻
用
し
て
い
る
場
合
で
あっ
て 、

か
か
る
と
乙
ろ
に
本
集
の
用
字
の
特
色
の一
面
が
伺
え
る
よ
う
に
息
わ
れ
る 。

ま
た 、
ロ
は 、
記
録
資
料
で
は
そ
の
使
用
例
を
未
だ
見
出
し
え
な
い
「
警」
字

を
陳
述
副
詞
タ
ト
ヒ
の
表
記
に
主
用
し
た
場
合
で
あっ
て 、
本
集
独
自
の
用
字

の一
つ
と
い
う
と
と
が
で
き
よ
う 。

尚 、
乙
れ
ら
の
ほ
か
に 、
次
の
ご
と
き
事
実
も
看
取
さ
れ
る 。
「
此ナ
騒ギ
不

給 ソ」
(一
七
ノ
川制)
な
ど 、
陳
述
副
詞
「
ナ;
(
ソ)」
は 、
本
集
に
お
い
て
通

巻
終
始
仮
名
表
記
で一
貫
し
て
い
る 。
と
の
語
が
記
録
資
料
で
「
な
出
仕
そ
か

し
と
許
被
仰
者」(
小
右
記 、
長
和
四
年
十
月
廿
五
日)
の
ご
と
く
仮
名
表
記
さ

れ
て
い
る
事
実
か
ら
推
し
て 、
当
時 、
社
会
的
に
乙
の
語
に
し
か
るべ
き
漢
字

の
定
詰引
を
容
認
し
て
い
な
かっ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る 。
乙
れ
に
反
し
て 、
程

度
副
詞
「
糸」 、
陳
述
副
詞
「
露」 、
情
態
別
詞
「
態
己
な
ど
は 、
終
始
右
の

借
字
表
記
で
貫
ぬ
か
れ
て
い
る 。
と
れ
ら
に
つ
い
て
は 、
本
集
で
は
そ
の
漢
字

の
定
粁
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
程
度
副
詞ハ
ナハ
ダ 、
情
態
刑
詞
オ

ノ
オ
ノ・
タ
ダ
は 、
本
集
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
甚」
「
各」
「
只」
で
終
始一

貫
し
て
表
記
さ
れ
る 。
一
方 、
記
録
資
料
を
通
観
す
る
と 、
乙
れ
ら
の
語
に
は

尚 、
「
太」
「
各々
」
「
喰」
な
ど
の
用
字
の
存
す
る
乙
と
が
知
ら
れ
る 。
本
集

で
は
そ
れ
ら
用
字
の
な
か
か
ら
右
を
選
択
使
用
し
た
訳
で
あっ
て 、
か
よ
う
な

点
に
も
本
集
の
用
字
の
個
性
が
感
得
で
き
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る 。

注
記
日

『
本
的制
法
翠
験
記
』

は
、

「
続
群
お
類
従
」

所
収
の

本
文
に

拠
る
。

注
記
口

以

下
所
引
の

仏
典
の
本
文
は
、

「
大
正

新
修
大
蔵
経
」

所

収

の

も

の
に
拠
る。
但
し 、
『
三
宝
感
応
要
略
録』
は、
「
大
日
本
続
蔵
経」
所
収

の

本
文
に

拠
る
。
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『
日
本
安
奥
記
』
は 、
「
日
本
古
典
文
学
大
系」

所
収
の
本
文
K
拠

注
記
叩ゆ

ヲ心 。
注
記
閉山

日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』

胸 、

で 、

と
の
点
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る。

巻
二
三一
以
注
補
記

五

結

語

一副
詞
の
表
記
を
中
心
に 、
『
今
昔
物
語
集』
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
を
累
述

し
た
が 、
と
の
杭
で
の
検
討
を
通
し
て
招待
ら
れ
た
事
実
は 、
次
の
二
点
で
あ

司ゐ 。

今 昔 物 �TI � に お け る 談 字 の 用 訟 に 関 す る 一試 論

一 、
本
集
に
お
け
る
副
詞
の
漢
字
表
記
は 、
大
局
的
に
見
れ
ば 、
極
め
て
安

定
し
て
い
て 、
一
語
に一
定
の
漢
字
が
定
着
し
て
い
る
事
情
が
観
察
さ
れ

る 。
し
か
し
て 、
そ
れ
ら
の
漢
字
の
性
格
は 、
『
色
英
字
類
抄』
に
お
け

る
そ
れ
ら
漢
字
の
掲
出
状
態 、
お
よ
び
そ
の
論
証
に
使
用
し
た
同
時
期
の

記
録
資
料
の
用
字
の
実
情
か
ら
判
断
し
て 、
当
時
の
日
常
常
用
漢
字
群
で

あっ
た
と
推
定
さ
れ
る 。

二 、
本
集
に
お
い
て
同一
語
に
二
種
以
上
の
用
字
が
併
存
す
る
場
合 、
仮
名

表
記
よ
り
は
借
字
表
記
で 、
ま
た
借
字
表
記
よ
り
は
正
字
表
記
で
用
字
を

統一
し
よ
う
と
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る 。
し
か
し
て 、
そ

の
正
字
表
記
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
は 、
一
に
お
い
て
判
明
し
た
日
常
常
用

の
漢
字
群
の
そ
れ
で
あ
る 。

と
れ
を
要
す
る
に 、
本
集
に
お
い
て
副
詞
の
表
記
に
は 、
当
時 、
漢
文
訓
読

の
場
で 、
漢
字
と
そ
の
和
訓
と
い
う
関
係
で
語
と
漢
字
と
の
結
び
付
き
が
承
認

さ
れ
て
い
た
波，r子
(
い
わ
ば
訓
読
対
象
漢
字)
鮮
の
な
か
か
ら 、
表
記
すべ
き

漢
字
が
拙決
定
さ
れ
た
の
で
な
く
し
て 、
そ
れ
ら
漢
字
群
の
淡
字
と
は
別
に
当
時

認
識・
使
用
さ
れ
て
い
た 、
そ
の
語
を
表
記
すべ
き
漢
字
と
し
て
最
も
定
着
皮

の
高
い
日
常
常
用
の
漢
字
(
い
わ
ば
書
記
常
用
漢
字)
が
採
用
さ
れ
た
も
の
と

推
考
す
る 。
二
積
以
上
に
亙
る
倍
字
表
記
に
つ
い
て
も 、
一
方
を
採
用
す
る
場

合 、
同
様
な
選
択
態
度
が
取
ら
れ
た
も
の
と
息
わ
れ
る 。

乙
の
稿
で
は 、
木
集
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
全
体
的
な
見
通
し
を
得
る
た

め
に 、
個
々
の
語
の
用
字
に
つ
い
て
は
総
括
的
な
検
討・
記
述
に
留
め
ざ
る
を

得
な
かっ
た 。
乙
の
点
に
つ
い
て
は 、
尚一
回
の
委
細
な
確
か
め
が
必
要
で
あ

ろ
う 。
ま
た 、
右
の
立
論
は
副
詞
の
表
記
の
検
討
を
巡
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で

あ
る 。
仙
の
類
の
誌
の
表
記
に
つ
い
て
右
の
立
論
が
適
用
で
き
る
か
否
か
の
検

証
も
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
更
に 、
『
今
昔
物
語
集』
に
お
け
る
漢

字
の
用
法
が
広
く
当
時
の
漢
字
表
記
文
献
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置づ
け
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
乙
と
も 、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う 。

||
東
洋
大
学
助
教
授
||
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